
特
集

　
市
で
は
、
第
６
期
計
画
を
基
本
と

し
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
を
踏
ま

え
、
一
層
の
施
策
の
深
化
、
充
実
を

図
る
た
め
、
市
の
高
齢
者
に
関
す
る

保
健
福
祉
の
取
り
組
み
や
介
護
保

険
事
業
の
方
向
性
等
を
定
め
た
「
飛

騨
市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

地
域
包
括
ケ
ア
計
画
」（
平
成
30
年

度
〜
平
成
32
年
度
）
を
策
定
し
ま
し

た
。

（
図
１
）
飛
騨
市
の
高
齢
者
全
体
の

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。団

塊
の
世
代
が
第
７
期
計
画
時
は
70

〜
74
歳
に
な
り
ま
す
。

（
図
２
）
85
歳
以
上
で
は
年
代
別
の

人
口
比
で
半
数
以
上
の
方
が
事
業

対
象
者
か
介
護
認
定
の
対
象
者
と

な
り
、
約
３
割
以
上
の
方
に
認
知
症

の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
る
方
や
認
知

症
の
方
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
中
、
介
護
が
必
要
と
な
る
方

ご
自
身
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
出
来

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

い
か
に
し
て
確
保
し
て
い
く
か
、
そ

の
環
境
の
整
備
及
び
推
進
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

●
本
計
画
で
取
り
組
む
べ
き
重
点

施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
や
か

に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
住
ま
い
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕

組
み
（
地
域
包
括
ケ
ア
）
を
さ
ら

に
推
し
進
め
ま
す
。

■
認
知
症
地
域
対
応
力
の
向
上

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と

認
知
症
の
理
解
促
進
。
重
症
化
し

な
い
よ
う
に
、
早
期
発
見
と
適
切

な
治
療
へ
導
く
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
の
活
動

■
介
護
保
険
・
医
療
の
連
携
体
制

の
構
築
と
推
進

　
在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
医
療
介
護
連
携
、
岐
阜
県
看
護

協
会
と
の
協
働
に
よ
る
訪
問
看
護

体
制
の
強
化

■
包
括
的
な
生
活
支
援
の
展
開
　

　
買
い
物
弱
者
対
策
、
冬
期
生
活

対
策
、
交
通
弱
者
対
策
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（図２）平成29年10月現在　事業対象者、介護認定者の年代別状況
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【
重
点
施
策
１
】

地
域
包
括
ケ
ア
の
深
化
・
推
進

２

飛
騨
市

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

地
域
包
括
ケ
ア
計
画



飛騨市　第７期介護保険事業計画・
地域包括ケア計画
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
や
か

に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
住
ま
い
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕

組
み
（
地
域
包
括
ケ
ア
）
を
さ
ら

に
推
し
進
め
ま
す
。

■
認
知
症
地
域
対
応
力
の
向
上

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と

認
知
症
の
理
解
促
進
。
重
症
化
し

な
い
よ
う
に
、
早
期
発
見
と
適
切

な
治
療
へ
導
く
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
の
活
動

■
介
護
保
険
・
医
療
の
連
携
体
制

の
構
築
と
推
進

　
在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
医
療
介
護
連
携
、
岐
阜
県
看
護

協
会
と
の
協
働
に
よ
る
訪
問
看
護

体
制
の
強
化

■
包
括
的
な
生
活
支
援
の
展
開
　

　
買
い
物
弱
者
対
策
、
冬
期
生
活

対
策
、
交
通
弱
者
対
策

　
市
民
が
健
や
か
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
生
活
で
き
る
期
間
（
健
康

寿
命
）
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
生

活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
が
向
上
し
、

介
護
認
定
率
を
引
き
下
げ
、
給
付

費
の
削
減
へ
つ
な
げ
ま
す
。

■
生
活
期
、
予
防
期
の
リ
ハ
ビ
リ

強
化

　
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
元
気
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
運
動
や
食

事
を
含
め
た
様
々
な
視
点
で
の
普

及
啓
発

■
活
躍
の
場
、
生
き
が
い
の
場
、

集
い
の
場
づ
く
り

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
活
用
、
生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
養

成
、
畑
仕
事
、
通
い
の
場
な
ど
身

近
な
資
源
を
健
康
寿
命
延
伸
へ
活

か
す

　
平
成
28
年
度
よ
り
様
々
な
着
眼

点
に
よ
り
重
層
的
に
介
護
人
材
確

保
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。第

７
期
は
そ
の
注
力
期
間
と
し
、
更
な

る
人
材
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。そ

の
状
況
を
見
極
め
た
上
で
基
盤
整

備
を
進
め
ま
す
。

■
医
療
介
護
人
材
確
保
対
策
の
積

極
的
展
開

　
人
材
確
保
対
策
の
継
続
と
見
直

し
。高
齢
者
と
障
が
い
者
が
同
一
の

事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
。医
療

人
材
の
確
保
の
た
め
の
取
組
み
を

開
始

■
医
療
介
護
人
材
確
保
を
見
極
め

た
上
で
の
在
宅
の
限
界
点
を
高
め

る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

　（
図
３
）
第
７
期
に
給
付
費
が
増

加
す
る
要
因
と
し
て
は
、
介
護
人
材

確
保
に
よ
り
第
５
期
に
整
備
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
20
床
の
共

用
開
始
、
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
設
、
平
成
32
年
に

認
知
症
に
対
応
し
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
１
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
設
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
介
護
報
酬
の

改
定
や
消
費
税
改
定
、
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
に
よ
る
増
加
も
見
込
ん

で
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
の
設
定

　
今
後
３
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
見
込

み
量
か
ら
必
要
額
を
算
出
し
、
市
内

の
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
分

（
23
％
）
で
算
定
し
た
保
険
料
を
下

記
に
示
し
ま
す
。（
平
成
30
年
度
〜

平
成
32
年
度
の
設
定
金
額
）

　
介
護
保
険
料
の
基
準
額
（
月
額
）

を
前
期
よ
り
2
7
0
円
増
の
5
、

7
1
0
円
と
し
ま
し
た
。

（
本
計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
ご
希
望
が
あ
れ

ば
冊
子
を
お
渡
し
し
ま
す
。詳
し
く

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
課
ま
で
お
問
い

【
重
点
施
策
２
】

健
康
寿
命
の
延
伸
・

　重
介
護
へ
の
進
行
抑
制

【
重
点
施
策
３
】

医
療
介
護
人
材
確
保
と

　そ
の
基
盤
の
整
備
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居住系サービス

施設サービス

介護予防日常生活支
援サービス
（訪問・通所事業）

給付費（千円） （図３）サービス別給付費の推移

段階 対象者要件
介護保険料額

負担割合 月額（円） 年額（円）

第１段階

①老齢福祉年金受給者で、本人及び世帯全員が市民税 非課税の方
②生活保護の受給者　③本人及び世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得
金額＋課税年金収入額」の額が80万円以下の方
（市条例により基準額×0.45）

0.50
（0.45）

2,855
（2,570）

34,260
（30,840）

第２段階 本人及び世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得金額＋課税年金収入額」の
額が80万円を超え、120万円未満の方 0.65 3,712 44,530

第３段階 本人及び世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得金額＋課税年金収入額」の
額が120万円を超える方 0.75 4,283 51,390

第４段階 世帯内に市民税課税者がいるが、本人が市民税非課税で「合計所得金額＋課税年金
収入額」の額が年間80万円以下の方 0.87 4,968 59,610

第５段階
（基準額）

世帯内に市民税課税者がいるが、本人が市民税非課税で「合計所得金額＋課税年金
収入額」の額が年間80万円を超える方 1.00 5,710 68,520

第６段階 本人が市民税課税で合計所得金額が120万円未満の方 1.12 6,395 76,740

第７段階 本人が市民税課税で合計所得金額が120万円以上、200万円未満の方 1.23 7,023 84,270

第８段階 本人が市民税課税で合計所得金額が200万円以上、300万円未満の方 1.50 8,565 102,780

第９段階 本人が市民税課税で合計所得金額が300万円以上、400万円未満の方 1.63 9,307 111,680

第 10 段階 本人が市民税課税で合計所得金額が400万円以上、600万円未満の方 1.80 10,278 123,330

第 11 段階 本人が市民税課税で合計所得金額が600万円以上の方 1.95 11,135 133,610

３ 2018年５月号

地域包括ケア課 0577-73-6233

題
ろいろい

話のちま

22

テープカットを行う関係者

おみやげ処がグランドオープン
４月７日（土）　宙ドーム神岡

道の駅宙ドーム神岡

　道の駅宙ドーム神岡で、平成31年にオープン予定の「ひ
だ宇宙科学館カミオカラボ」の整備に向けた「おみやげ処
」が７日にグランドオープンし、そのオープニングセレモニー
が行われました。
　おみやげ処には、飛騨市の特産物や東京大学宇宙線研
究所とのコラボ商品などが販売されており、この日は、市や
道の駅関係者らがオープニングセレモニーに出席し、おみ
やげ処の入り口でテープカットが行われました。

協定書を手にする柳代表理事（左）と都竹市長

南城建設協同組合と協力協定を締結
４月３日（火）　市役所

災害発生時等の無人航空機を活用

　災害発生時等に無人航空機（ドローン）を活用して災害状
況の情報収集を行うことを目的に、南城建設協同組合と協力
協定を締結しました。
　締結した協定では、同組合が昨年９月に購入した２機の高
性能ドローンを使って、災害時に写真や映像を撮影し、市へ情
報を提供するものです。
　都竹市長は「災害発生時に現地に行くのが難しい場所でも
ドローンであれば写真や映像で状況を把握する事ができる。
今後、ドローンを活用し、市の災害対策に万全を期したい」と
あいさつしました。

重度障がいのある方へ雇用通知を交付
４月４日（水）　ハートピア古川

市の業務支援職員として雇用

雇用通知を受け取った鮫嶋さん（右）と都竹市長

　平成30年度に市役所で採用した重度の障がいのある方へ
雇用通知書の交付が行われました。
　これは、重度障がい者の方を市の業務支援職員として雇
用することで、安心して暮らせる飛騨市の１つの施策として、
雇用にともなう環境の改善を行い、安心して雇用できる体制
づくりを行うためのものです。
　この日は、３月に飛騨吉城特別支援学校を卒業した鮫嶋
真衣さんがハートピア古川を訪れ、都竹市長から直接雇用通
知書を受け取りました。
　鮫島さんは「私の経験を活かして、困っている人たちを助
けられるよう仕事を精一杯頑張ります」と仕事への意気込み
を語ってくれました。

レトロな音源を鑑賞する参加者

蓄音機で聴くSPレコード曲鑑賞会
４月10日（火）　飛騨市美術館

昔懐かしいSPレコード曲を楽しむ

　蓄音機で聴くSPレコード曲の鑑賞会が10日、飛騨市美術
館で行われました。
　この日は、４人が来場され、美術館内で作品に囲まれなが
ら、昔懐かしいSPレコード曲を楽しみました。
　鑑賞に使用した蓄音機は、約100年前に作られたもので、
材料は木材を使用しており、来場された方々は温かみのある
音楽に聴き入っていました。


